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高域用アンプ部回路図

醍醐ＬＰコンサートに参加させてい
ただくうちにスピーカーのマルチアン
プ駆動に興味を覚え、昨年末より２
ウェイスピーカーのバイアンプ駆動
を目標に取り組みを始めました。

アンプの置き場所の制約から４
チャンネルアンプをコンパクトに、業
務用のチャンネルデバイダーとの組
み合わせを考え、平衡入力仕様とし
ました。 アンプ回路は高gm多極出
力管を用いたクロスシャントプッシュ
プル（ＣＳＰＰ）とし、トリファイラー巻
きの出力トランスを用いてスクリーン
グリッド電源を定電圧化しました。

４ＣＨアンプということで部品点数
が多くなるため、電源回路が極力シ
ンプルになるよう電源の共用と、ドラ
イブ段へは出力段からのブートスト
ラップによる給電としています。

低域用アンプ部回路図
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平衡入力部や負帰還回路は、ぺるけ師
匠の平衡プロジェクトの成果をほぼその
ままいただきました。二段アッテネータの
負帰還回路は帰還抵抗値を小さくできて
ノイズには有利ですが、利得を少し損す
ることになりますので、初段には高gmの
ワンチップＪ－ＦＥＴを起用しています。

電源回路はＢ電源を左右チャンネル、

高域、低域ときっちり分けてクロストーク

に留意し、スクリーングリッド用電源は半

導体による定電圧化を行いました。

私にとって初めての平衡入力アンプで

すが、平衡入力にするとアンプ回路すべ

てが平衡となり、グランドの共通インピー

ダンスに悩まされることがありません。ま

た、機器内の配線においてもノイズに強く

なり、本機のような多チャンネルアンプに

は特にメリットが大きいと思います。
電源部回路図

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ （８Ω負荷、１ｋＨｚ、括弧内は出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ）
Ｌｃｈ高域 １６．０４ （４９８．８ｍΩ）
Ｌｃｈ低域 １９．１９ （４１６．８ｍΩ）
Ｒｃｈ高域 １４．４０ （５５５．６ｍΩ）
Ｒｃｈ低域 ２５．９９ （３０７．８ｍΩ）

２０１３．３．１０
前川有人（滋賀県米原市）
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USBﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙDACﾌﾞﾛｯｸ図
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少し前からｉＴｕｎｅｓでＰＣオーディオを楽し
んでいましたが、マルチウェイ化を機会に
ｆｏｏｂａｒ２０００というフリーソフトに乗り換え
ました。 このソフトはプラグインによって機
能を付加することができ、チャンネルデバイ
ダーのプラグインが２種類ありますので、こ
れらを使うと簡単にマルチウェイのＰＣオー
ディオシステムを構築することができます。

ＰＣオーディオのマルチウェイ化には多出
力のＤ／Ａコンバーター（ＤＡＣ）が必要です
が、 サラウンド用の安物か、音楽制作用
の高価なものしか見つかりません。 そこで
前者を適当なケースに入れ、アナログボ
リュームと平衡出力回路を追加して、オー
ディオ用として使いやすくしました。

私が使ったＵＳＢ-ＤＡＣは７．１ｃｈ対応の
ものですので、ステレオ４ウェイまで対応が
可能ですが、今回は２ウェイ限定の４出力、
電源はＵＳＢバスパワー駆動、ラインアンプ
はオペアンプを使って、簡単、小型に製作
しました。

部品代だけで１万円程かかりましたが、ソ
フトウェアは無償で入手できますので、デジ
タルチャンデバを別途購入することを考え
ると、かなり安くマルチウェイデジタルオー
ディオを楽しむことができます。

USBﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙD/Aｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

-33
-30
-27
-24
-21
-18
-15
-12
-9
-6
-3
0
3
6
9

12
15
18
21
24

1 10 100 1k 10k 100k 1M

利
得

[d
B

]

周波数 [Ｈz]

CSPP4ﾁｬﾝﾈﾙｱﾝﾌﾟ 周波数特性 （Ｌch、8Ω負荷、1V出力時）
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CSPP4ﾁｬﾝﾈﾙｱﾝﾌﾟ 全高調波歪率（1kHz、8Ω負荷）
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